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紀尾井 明日への扉

河井 勇人（ヴァイオリン） 大藤 莞爾（チェンバロ）
タレイア・クァルテット（弦楽四重奏） 本堂 竣哉（ピアノ）
浮世絵で楽しむ邦楽～大谷コレクション2

河竹黙阿弥の世界

 2023年度前期

邦楽主催公演 ラインナップ

クラシック音楽のテーマに基づく3つの話

コンクールをめぐる3話
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East meets West
アレクサンダー・ガジェヴ

＆
三浦 謙司

ピアノデュオ・リサイタル
［曲目］
シューマン ： 東洋の絵 op.66（連弾）
リムスキー＝コルサコフ ： 交響組曲《シェエラザード》より
チャイコフスキー ： くるみ割り人形
ストラヴィンスキー ： 火の鳥（以上 2台ピアノ）

チケット発売日／2023年3月17日（金）正午

6/14
 

19：00
水

※公演開催についての最新情報は
　紀尾井ホールウェブサイトをご確認ください。
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ショパン国際ピアノコンクール 会場
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紀尾井ホールはスタインウェイ・ピアノを3台所蔵しています。今号の表紙には2番目に若い１台が登場。紀尾井ホール
にやってきて6年の若手です。その華麗な響きで演奏家の皆さまから数多くの指名をいただく人気者。「夜のお花見」
をイメージして桜と組み合わせました。桜といえば、紀尾井ホール西側に四ツ谷駅まで続く真田堀は有名な桜の名所
で、コロナ禍前には毎年季節になると昼夜を問わずたくさんの花見客で賑わいました。さて、今年はいかがでしょうか。

今号の表紙 『ピアノと桜』  
［協力］  花／  hanadouraku

今号の表紙

「こども招待」 KCOニューイヤーコンサート
新年を彩る紀尾井ホール室内管弦楽団（KCO）の特別演奏会「KCO名曲
スペシャル ニューイヤー・コンサート2023」を1月に開催しました。この
公演では文化庁の「子供文化芸術支援事業」として、18歳以下の方360
名を招待しました。
名誉指揮者のライナー・ホーネックの指揮をまねて、身振り手振りで一緒
に指揮したり、ワルツに合わせて楽しそうに体を揺らしたりの子供の姿が
あちこちに見られ、舞台上の演者も思わず頬を緩め、とても和やかな雰
囲気が醸成されました。また、仲間で集まって食い入るように舞台を見つ
める学生グループも大勢お越しくださり、将来の音楽ファン、演奏家の卵
たちのエネルギーに溢れた演奏会となりました。
本格的なコンサートを聴くのが初めての皆さまにとっても、忘れられない
思い出となったことでしょう。

紀尾井サポートシステム会員 ( 五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略 )

《特別協賛会員》 日鉄ソリューションズ／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 伊藤忠商事／大島造船所／ＫＤＤＩ／商船三井／菅原／住友商事／日本郵船／丸紅／ 
 三井住友銀行／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
《ひびき会員》 オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／山下設計
《みどり会員》 青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／ＮＴＴドコモ／荏原冷熱システム／
鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武リアルティソリューションズ／
大成建設／千代田商事／テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／
ハウス食品グループ本社／パナソニック／三井住友信託銀行／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
《あおい会員》 青木陽介／淺見 恵／石崎智代／磯部治生／伊藤眞理子／井上善雄／岩城宏斗司／
馬屋原貴行／大内裕子／大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／岡田章一／小川 保／小樽茂稔／糟谷敏秀／
片山國正／片山能輔／加藤巻恵／神谷昌孝／川口祥代／菊池恒雄／木谷 昭／楠野貞夫／久保祐子／
栗山信子／河野紗妃／小坂部惠子／小西美由紀／斎藤公善／坂詰貴司／佐久間庸行／佐部いく子／
潮崎通康／清水 正／清水多美子／清水康子／白土英明／末岡明武／鈴木順一／鈴木 亮／高下謹壱／
武上由佳／田中 進／戸田純也／外山雄三／鳥居荘太／内藤美奈子／内藤基之／中塚一雄／中西達郎／
中村健司／名取正夫／西村剋美／西村 清／原田清朗／日原洋文／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／
松枝 力／松本美恵／丸井正樹／簑輪永世／宮島正次／宮武悦子／宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／
村上喜代次／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／山内寿実／横手 聡／渡辺弘次
ほか匿名41名　計228口  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            (202３年2月1日現在)

特別支援会員 （五十音順・｢株式会社｣等表記略）

アステック入江／五十鈴／NS建材薄板／NSユナイテッド海運／
NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース／エヌテック／王子製鉄／
大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／合同製鐵／
小松シヤリング／山九／産業振興／三晃金属工業／サンユウ／
三洋海運／山陽特殊製鋼／ジオスター／新日本電工／スガテック／
大同特殊鋼／大和製罐／高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／
DN Pエリオ／テツゲン／電機資材／東海鋼材工業／
東邦シートフレーム／トピー工業／日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／
日鉄エンジニアリング／日鉄片倉鋼管／日鉄環境／
日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄建材／日鉄鋼管／日鉄鉱業／
日鉄工材／日鉄鋼線／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／日鉄スチール／
日鉄ステンレス／日鉄ステンレス鋼管／日鉄精圧品／日鉄精鋼／
日鉄精密加工／日鉄総研／日鉄ソリューションズ／日鉄テクノロジー／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄物産／日鉄物流／
日鉄物流君津／日鉄物流八幡／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／
日鉄溶接工業／日鉄レールウェイテクノス／日本金属／日本触媒／
濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／幕張テクノガーデン／
松菱金属工業／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業／ワコースチール
日本製鉄           　　　　                   （2023年2月1日現在）

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

第33回 日本製鉄音楽賞 受賞者決定

フレッシュアーティスト賞
務川 慧悟
［ピアノ］

　将来を期待される優れた演奏家に贈られるフレッシュアーティスト賞は、ロン＝ティボー＝ク
レスパン、エリザベート王妃の両国際コンクールで上位入賞し、国内はもとよりヨーロッパで
も高い評価を受ける務川慧悟さん（ピアノ）、また、クラシック音楽文化の発展に大きな貢献
を果たした方に贈られる特別賞は、調律師としての優れた能力に加え、コンサートの現場に
理想的なピアノを持ち込むスタイルの先駆者としてピアノ音楽業界に大きな影響を与えた
髙木裕さん（ピアノ・プロデューサー、ピアノ技術者）がそれぞれ受賞されました。務川さんは、
唯一無二ともいえる精緻な音質と豊潤な音色、そして探究することを楽しむ姿勢と豊かな
想像力に益々の期待をこめて、髙木さんはこれまでに7000を超える公演を支え、ショパンの
時代に製作あるいはラフマニノフやホロヴィッツが使用していたピアノを所有し修復するな
ど、ヴィンテージピアノの魅力が見直される大きな道筋を作った功績が高く評価されました。

特別賞
髙木 裕 

［ピアノ・プロデューサー、ピアノ技術者］

むかわ  けいご

たかぎ ゆう

© ヒダキトモコ

© ヒダキトモコ

© Yuji Ueno
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フォトレポート 最近の公演から

公式 SNS で最新情報配信中 チケットのお申込み

紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets紀尾井
ホール

紀尾井ホール
室内管弦楽団

～ 主催公演お客様アンケート ～

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号  TEL.03-5276-4500（代表） FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

12.15（木）　 

公式 SNS で最新情報配信中 チケットのお申込み

紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets紀尾井
ホール

紀尾井ホール
室内管弦楽団

● 湯川さんの選曲に対するこだわりが、全くムダのない宝石の結
晶のようなギュッと詰まった公演を生んだのだと思います。面白
いプログラムだなと思いましたが予想以上で、聴きに来て本当
によかったと思います。

● 情熱が伝わってくる真摯で確かな演奏の素晴らしさが一番の
理由ですが、それに加えて、聴衆の皆様の落ち着きある雰囲気
のお陰で安心して演奏を楽しめました。

● 今回のような珍しいプログラム、とてもよいと思います。伝えたい
ことが明確に聴き手（観客）へ伝わったように思いました。

● 北とぴあの《アルミード》で湯川さんの歌を聴き、もう一度聴いて
みたいと思い急きょ来ました。期待どおりの素晴らしい歌声で
した。バロック弦のお二人も素晴らしく、改めて聴いてみたい。

〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号  TEL.03-5276-4500（代表） FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

© 堀田力丸

12.17（土）

● 解説により曲の理解が深まりま
した。同じ歌詞でも、表現が異な
るのが面白かったです。中でも
箏曲は演奏を聞いていて鳥肌
が立つほどの表現で、大変満足
でした。

● 京舞が素晴らしかったです。今後
も素晴らしいプログラムを期待し
ています。

● 地歌舞、素晴らしかったです。美し
く、魅せられできるのならばずっと
観ていたいと思う舞台でした。 © ヒダキトモコ

1.8（日）　邦楽 明日への扉 第1回 杵屋佐喜・稀音家六四郎（長唄）
● 芙蓉曲での佐喜さんと湯川さんのデュエッ
トが佐喜さんでなければできない面白い試
みだなぁと思いました。「船弁慶」も「神田祭」
も邦楽のかっこよさを実感する素晴らしい
演奏でした！

● 大曲「船弁慶」に挑戦されたことに拍手を送り
ます。よく共演されている方たちが脇を固めた
力演で、楽しませていただきました。また、西洋
音楽の声楽家との共演も興味深いものでした。

● 若い方々のエネルギーをいっぱいいただき
ありがとうございました。

● どの演目も活気があり、ひきつけられました。

1.20（金）・21（土）・22（日）

● 新年に相応しい華やかな力強い音の洪水！ 堪能させ
ていただきました。

● 楽曲とパフォーマンスがとてもよかった。知っている曲も
たくさんあり楽しかった。

● 純粋クラシックの１部とウィーンの香り漂う２部制は良
かったです。舞台に花、演奏者もタキシードや綺麗なド
レス姿でニューイヤーらしく華やかな演奏会で楽しかっ
たです。来年もぜひ聴きたいです。

● 前半のモーツァルトプログラムはモーツァルトファンとし
て大満足。後半のホーネックさんの本場仕込みのウィン
ナーワルツも満足以外の何ものでもありませんでした。

© ヒダキトモコ

© 堀田力丸

日鉄ソリューションズ プレゼンツ
KCO名曲スペシャル ニューイヤー・コンサート 2023

音楽でつづる文学5 
源氏物語 ―葵上と六条御息所―

三菱地所 presents
紀尾井 明日への扉 第33回 湯川亜也子（メゾソプラノ）協賛：三菱地所株式会社

協賛：日鉄ソリューションズ株式会社

ご来場の皆さまからは、「指揮者の一言でオーケストラの色が変わるのが聞けて
楽しめた」「演奏を変化させていく過程がリハーサルならではで面白かった」「他
の指揮者のリハーサルも見てみたい」「ホーネックさんの指揮でオーケストラの
響きがウィーン風に変わるのが印象的」などの声が寄せられ、《完成形》を鑑賞す
る公演とは一味違って、音楽の楽しみが深まるよい機会となりました。

前日1.19（
木）には

公開リハー
サルを

開催しまし
た


